
英米学科教授　伊藤　友子（教育社会学）
昨年３月に、高等学校の「学習指導要領」が改訂さ
れましたが、その方向性は、コンテンツベースからコ
ンピテンシーベースへの転換とされています。具体的
には、2017年提言の「中央教育審議会答申」に、生
徒の育成すべき資質・能力として、「何を理解してい
るか、何ができるか」「理解していること、できるこ
とをどう使うか」「どのように社会と世界とかかわり、
よりよい人生を送るか」という３つの柱が示されてい
ます。
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巻頭言

すでに高校の先生方は、このような学力・能力を追
及すべきものとして理解され、日々の教育の中で実践
されています。しかし、そのような高校教育のもとで
育った生徒が、入学後に経験する大学教育も、当然変
革が必要となります。私たち大学教員も、入り口の入
試だけでなく、日々の教育実践のなかで、その変化を
受け止め、自ら努力することが重要になります。まし
てや、教師を目指す学生を教育する私たち大学の責任
は大変重くなったと考えています。

　熊本県立第二高等学校教諭　平井　和仁先生
8月24日（土）英米学科主催による英語教育研究会が開

催されました。本研究会は英語教育に従事する本学科卒
業生と本学学生・英米学科教員を中心に構成され、英語
教育に関する情報交換を行っています。今回は熊本県立
第二高等学校の平井和仁教諭に「小中高が連携した英語
教育の取り組み」というテーマでお話ししていただきま
した。本号の巻頭言で伊藤先生も述べられていますが、
新学習指導要領の方向性が資質・能力にシフトしたこと

に伴い、生徒個人の英語学習状況を一貫して把握し、目標・
評価について校種を越えて議論する必要があること、さ
らに対応する現場の教員の悩み（生徒の学習習慣の確立
ができていない、授業準
備の時間が十分に取れな
い、生徒間の学力差が大
きい、等）についても広
く意見交換することがで
きました。

英米学科教授　神本　忠光（英語教育学）
今年度のゼミのテーマは、英語学習者の学習方略に
ついてである。４技能のいろいろな学び方について理
論的なことだけでなく、実際に試し、英語力をいっそ
う伸ばすことも目的としている。ここでは、帯活動的
に行っている話す能力を伸ばす方法を紹介する。
学生の話す英語を観察していて、改善すべき点が少
なくとも二つある。まずは、流暢さに欠ける。発話に
時間がかかり、沈黙が目立つ。二つ目は、長く話せない。
会話だと一言二言短めに時折発言するだけで、自分の
「発言権」（floor）を易々と相手に渡してしまう。英語
圏では基本的に、沈黙は金ではない。
これらの欠点を持つ学習者を訓練する方法として、
Maurice （1983）の４ /３ /２ technique が参考にな
る。その基本は、同じ内容を違う相手に独白形式で繰
り返す方法である。ただし繰り返すたびに、話す時間
は４分→３分→２分と減っていく。１回目はその場で
与えられた話題について話すので、言い淀み電文調に

なり、つなぎ言葉（filler）さえなく沈黙も多い。しかし、
２回目以降は短期記憶に what と how が貯蔵されて
いるので、取り出しやすくなっている。その結果、時
間が短くなっても前の内容を話し終えられる。話し手
は同じ内容を繰り返せば良いのだから徐々に流暢にな
り、沈黙が少なくなる。３回話したら、話し手と聞き
手の役割を交代させる。
ゼミではこの基本形に２点修正を加えている。一つ
目は、話す時間は全体的に長いので、すべて半分の２
/1.5/１分に変えた。二つ目の修正点は「やり取り」
を追加したことである。話し終えたら、質疑応答の時
間を設ける。聞き手にはしっかり聞かせることになり、
話し手も次に話す際に内容を発展させる接ぎ穂を入手
できる。話す話題も日本語で既に知っている話題を選
択すると、話しやすくなる。このような機会を定期的
に設けることで、考えながら英語を話す過程に慣れ流
暢さを獲得できる。話す能力は話させないことには伸
びない。
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英語を英語で教えるための参考書

望月正道他『英語で教える英語の授業』、
大修館、2016年、1,800 円 +税

英米学科教授　神本　忠光（英語教育学）

教職科目「英語科教育法」で履修生にミニ模擬授業

を英語で行わせている。その様子を学生のスマホで撮

影させ、その後自分の動画を見て発話を書き取らせる。

使った教室英語の量や質を確認し、机間支援などの非

言語行動も振り返らせることができる。2021年度か

ら中学校でも英語の授業は英語で行うことになるの

で、実習先で戸惑わないようにすることも兼ねている。

日本語でさえ緊張する状況なので、英語でだといっそ

う丁寧な予習が必要である。

場面別に教室で使う日本語表現に対して英訳を示し

た本は、既にかなり出版されている。それらの本はあ

る英語表現をたまたま思いつかないという中・上級者

向けである。一方上に挙げた本は、１時間の授業のい

ろんな構成要素（ウォームアップ・新教材の提示・説明・

練習など）や技能別に、実際の授業をどう英語で行う

かその過程を示している。英語で授業を行うことに不

安を感じる実習生や、一層の研鑽を積みたい教師に

とって一読に値する。

2019年度教育実習反省会　英語分科会

6月29日（土）教育実習反省会が行われ、英語分科

会では８名の実習生と教職課程を履修する後輩たちが

参加しました。会の進行はすべて実習生が主体となり、

実習の反省と報告、来年度の実習生への助言などを行

いました。実習生からはいずれも実習を終えたばかり

の熱気が感じられ、実習がいかに大変なものであるか

と同時に、実習指導の先生から学んだことの大きさが

伝わりました。

教育実習で学んだこと
英米学科4年　杉山　玲奈

私は、熊本県立八代高等学校で３週間教育実習をさ

せていただきました。短い期間でしたが、普段の大学

の授業では学べないような生徒の様子や指導方法、先

生方の熱意など生の雰囲気を肌で感じ、様々な先生方

とお話をさせていただき学んだことはたくさんありま

した。中でも、生徒と積極的にコミュニケーションを

取るということが最も重要であり、私が最も心がけな
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英語分科会にて　実習生たち

ければならない点であると感じました。先生方からは、

普段の学校生活の中でしっかりと生徒達とコミュニ

ケーションを取り学級の雰囲気や個々の生徒の特長を

捉えるというのはもちろんのこと、授業中の発問や机

間巡視中の個別指導など、生徒たちの中に自ら飛び込

んでいくという姿勢が大切であるという助言をいただ

きました。実際に先生方や生徒たちと関わり、授業の

技術面だけでない多くのことを学ばせていただきまし

た。大変充実した、貴重な３週間だったと思います。


